
Ｑ 「何のために，『個別最適な学び』と『協働的な学び』を行うのか？」 

A 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のために行うもの 

 

Ｑ 「主体的・対話的で深い学び」の目的は何か？ 

A 「資質・能力を身につけ，生涯にわたって能動的に学び続けることができ 

るような人を育てること。目標は，学び続ける人を育てること。 

 

Ｑ  「『個別最適な学び』と『協働的な学び』を実現するためには，『教科の特

質』を生かした学習が重要である」ということを，算数科に当てはめると 

A  算数科の特質は，「数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，

数学的に考える資質・能力を養うことを目指す」ということ。 

 

 

 

 

 

 算数科の学び方を身につけさせる 

・車の開発 

・会社新製品の開発 

・医学の研究  チーム 

 

〇「どのように考えたか」を大 

事にする（学習観の成長） 

〇「数学的な見方・考え方を働

かせる」 

〇統合的・発展的に考える 

〇まわりの人にいつでも聞く 

ことができる  

「孤学」にならないこと 

（大事なこと） 

受け身の学習者を

育てない。 

ほとんど意識して授業を

していないのでは？ 

児童の学習観が変わること 授 業 が 変 わ る こ と 

多くの児童の学習観 

・「答えが合っていればよい。」 

 

学習観の    成長   

問題を解決する過程を 

大事にする 

 

受け身の教師に 

 

子どもが自分で考え，決めていく学習経験（疑似体験）を 

積み重ねていくことが必要だと考える！ 

学び続ける人を育てる 

授業改善の考え方について 


